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Salesforceの活用業務範囲を拡大するカスタムオブジェクト／カスタムタブ機能をご紹介しております。
SFAやCRMだけでなく、お客様独自の業務情報を管理するカスタムデータベースを作成し、
例えば営業目標や売上実績データの管理、各種のプロジェクト管理機能などを構築し、
使い慣れたWebインターフェースでご利用頂けます。
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はじめに

１）カスタムオブジェクトとは？
Salesforceでは標準で用意しているリード、取引先、商談といったタブと同様に特定の業務を管理するための
データテーブル（オブジェクト）やタブを作成することが可能です。
カスタムオブジェクト／カスタムタブでは、以下のような機能をご提供しております。
・特定のデータ群を保管するテーブル（カスタムオブジェクト）を作成可能です。
・作成したオブジェクトをタブとして表示可能です。（カスタムタブ）
・取引先や商談タブとデータの連携（リレーション）を設定可能です。
・作成したオブジェクトのデータを利用してレポートやダッシュボードが作成可能です。
・タブの表示／非表示、データアクセス権限の設定が可能です。
・データの一括インポートが可能です。

これらの機能を利用することで、例えば、受注後の製品手配／出荷、製造工程など多岐にわたる社内業務管理
にご利用いただくことが可能です。それ以外にも人事管理や各種のプロジェクト管理、掲示板といったものまで、
お客様のアイディア次第で活用範囲を広げて頂くことが出来ます。
Salesforceでは、これらのアプリケーションをAppExchangeというオンデマンド・アプリケーション共有サービスを
利用して業務にあったアプリケーションを簡単にダウンロードして、お使いいただくことができるようになって
おります。AppExchangeはお客様やパートナー、開発者の皆様がオンデマンド・アプリケーションを共有できる、
新たな形のオンラインセンターとなっています。AppExchangeに関する詳細は弊社ホームページをご覧ください。

１－２）カスタムオブジェクト・タブの設定権限
カスタムオブジェクト／カスタムタブを作成・編集するためには下記いづれかのプロファイル権限を持つユーザで

操作していただく必要がございます。

システム管理者プロファイル
「アプリケーションのカスタマイズ」権限が付与されたプロファイル

１－３）カスタムオブジェクト・タブの最大定義数

無制限２０００Unlimited Edition

２５２００Enterprise Edition

１０５０Professional Edition

５５０Team Edition

カスタムオブジェクト
最大定義数

カスタムタブ
最大定義数
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２）カスタムオブジェクトの作成

①「設定」→「開発」→「カスタムオブジェクト」→
「新規カスタムオブジェクト」ボタンをクリックして下さい。

②表示ラベル、API参照名、説明を入力して下さい。

※「表示ラベル名」は タブ名、ページレイアウト名、レポート上に
表示される値になります。

③レコード名とデータ型を設定し
「次へ」ボタンをクリックして下さい。
※レコード名は、カスタムオブジェクトの必須標準項目になります。

データ型はテキスト型、または自動採番型の2種類があります。
自動採番型の場合は、表示形式と開始番号を指定して下さい。

④オプションの機能
「レポートを許可」-カスタムオブジェクトレコードに関してのレポートを表示・作成をされる場合は、オンにして下さい。
「活動を許可」-カスタムオブジェクトレコードに関する行動＆ToDo、差し込み印刷、メールの送信をされる場合は、

オンにして下さい。
「追跡項目履歴」-どのユーザがいつ、どの項目をなにに変更されたか表示するにはオンにして下さい。

「追跡項目履歴」機能の設定方法はP12「項目履歴管理の設定」をご確認下さい。

⑤リリース状況
リリースの状況は、カスタムオブジェクトが作成される際に、関連するカスタムタブ、
関連リスト、レポートが管理者ユーザ以外のユーザに表示されるかどうかを制御する事が
できます。カスタムオブジェクトの開発、テスト中に、このカスタムオブジェクトを
ユーザから非表示にしておきたい場合には、リリースの状況を「開発中」に設定してください。

作成したカスタムオブジェクトをユーザに使用してもらう準備ができたら、
リリースの状況を「リリース済み」に変更してください。

⑥オブジェクト作成オプション（カスタムオブジェクトが最初に作成される時にのみ利用可能）
「デフォルトのページレイアウトに、メモ＆添付ファイルを追加する」-チェックボックスをオンにしますと、
デフォルトでページレイアウトに関連リスト「メモ＆添付ファイル」が追加されます。
「このカスタムオブジェクトの保存後に、新規カスタムタブウィザードの起動をする」-
チェックボックスをオンにし「保存」しますと 次画面にてカスタムタブの設定が出来ます。




